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は
じ
め
に

源
氏
の
妻
・
葵
の
上
が
死
去
し
た
の
は
、
葵
巻
八
月
廿
余
日
の
こ
と

で
あ
る
。
後
に
は
源
氏
と
遺
児
・
夕
霧
が
残
さ
れ
、
源
氏
を
は
じ
め
周

囲
の
人
間
は
悲
し
み
に
沈
ん
だ
。
葬
送
が
終
わ
り
、
四
十
九
日
ま
で
の

七
日
ご
と
の
法
要
が
済
ん
だ
頃
、
既
に
季
節
は
晩
秋
で
あ
る
が
源
氏
は

未
だ
喪
に
服
し
、
左
大
臣
邸
に
籠
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
源
氏
を
友
人
で

あ
り
義
兄
で
も
あ
る
三
位
中
将
（
頭
中
将
）
が
見
舞
う
。
時
雨
が
降
る

庭
を
見
な
が
ら
源
氏
が
漢
詩
の
一
節
「
雨
と
な
り
雲
と
や
な
り
に
け
ん
、

今
は
知
ら
ず
」
を
口
遊
ん
だ
。
中
将
が
そ
れ
を
聞
い
て
「
雨
と
な
り
し

ぐ
る
る
空
の
浮
雲
を
い
づ
れ
の
方
と
わ
き
て
な
が
め
む
」
と
歌
を
詠
み
、

「
行
く
方
な
し
や
」
と
独
り
言
の
よ
う
に
言
う
。
源
氏
が
「
見
し
人
の
雨

と
な
り
に
し
雲
居
さ
へ
い
と
ど
時
雨
に
か
き
く
ら
す
こ
ろ
」
と
歌
を
返

し
、
中
将
は
そ
の
源
氏
の
姿
に
感
じ
入
り
、
葵
の
上
の
薄
命
を
嘆
く
。

こ
れ
は
葵
の
上
の
死
後
、
若
紫
と
の
新
枕
を
経
て
、
巻
の
終
わ
り
ま
で

続
く
葵
の
上
追
悼
の
う
ち
の
一
幕
（
葵
―
五
四
～
五
六
頁
）
で
あ
る
。

（
引
用
者
注
：『
源
氏
物
語
』
の
引
用
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
拠
り
、
巻
名

と
所
出
ペ
ー
ジ
を
付
し
た
。
以
下
同
）

こ
こ
で
源
氏
が
詠
じ
た
言
葉
は
、
漢
詩
の
一
節
で
あ
る
と
の
指
摘
が

古
注
釈
の
時
代
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
注
釈
書
に

お
い
て
は
、
本
当
に
典
拠
を
踏
ま
え
た
上
で
の
本
文
解
釈
が
な
さ
れ
て

い
る
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
源
氏
物
語
』
に
は
漢
籍
を
典
拠
に
持

つ
表
現
が
多
く
あ
る
。
し
か
し
現
代
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
研
究
は
典
拠

そ
の
も
の
を
追
い
か
け
る
こ
と
に
力
が
注
が
れ
て
い
て
、
物
語
そ
の
も

の
の
解
釈
に
ま
で
十
分
に
還
元
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

二

宮

愛

理

『
源
氏
物
語
』
葵
巻
に
お
け
る
雲
と
雨
の
哀
傷
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う
か
。

今
回
取
り
上
げ
る
場
面
は
、
主
と
し
て
源
氏
が
朗
詠
し
て
い
る
漢
詩

の
一
節
、
そ
れ
に
続
く
中
将
と
源
氏
の
歌
二
首
が
漢
籍
の
言
葉
を
利
用

し
、
そ
れ
ら
を
中
心
に
場
面
が
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
漢
籍
を
典
拠
に

持
つ
言
葉
に
注
目
し
、
二
つ
の
典
拠
か
ら
「
雨
と
な
り
雲
と
や
な
り
に

け
ん
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
再
考
す
る
。
ま
た
源
氏
の

朗
詠
が
書
き
下
し
文
の
形
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
作
者
・

紫
式
部
が
漢
文
訓
読
に
お
い
て
あ
る
工
夫
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
の
考
察
か
ら
、
漢
詩
文
の
典
拠
を
物

語
の
読
み
に
反
映
さ
せ
、
よ
り
精
緻
な
解
釈
を
進
め
た
い
。

一

現
存
最
古
の
注
釈
書
で
あ
る
藤
原
伊
行
の
『
源
氏
釈
』
か
ら
、
こ
の

場
面
に
つ
い
て
既
に
典
拠
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
諸
注
釈
類
で
典

拠
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
漢
籍
は
二
種
類
あ
り
、
一
つ
は
『
文
選
』

所
収
の
宋
玉
に
よ
る
〈
高
唐
賦
〉、
も
う
一
つ
は
中
唐
の
詩
人
劉
禹
錫
に

よ
る
〈
有
所
嗟
〉
で
あ
る
。〈
高
唐
賦
〉
は
劉
禹
錫
の
時
代
に
は
す
で
に

故
事
と
し
て
教
養
化
し
て
い
て
、
劉
禹
錫
は
〈
高
唐
賦
〉
の
故
事
を
踏

ま
え
て
〈
有
所
嗟
〉
を
作
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
伊
行
は
〈
高

唐
賦
〉
を
引
き
、
藤
原
定
家
に
よ
る
注
釈
『
奥
入
』
は
〈
有
所
嗟
〉
を

引
く
。
こ
れ
ら
の
後
に
続
く
『
紫
明
抄
』『
河
海
抄
』
に
は
両
者
が
引
か

れ
、
以
降
は
こ
れ
ら
に
従
っ
た
と
見
え
る
記
述
が
多
い
。
以
下
は
〈
有

所
嗟
〉
の
全
文
で
あ
る
。（
引
用
者
注
：
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
同
）

有
所
嗟
二
首　
　

劉
禹
錫
（
劉
夢
得
）

庾
令
楼
中
初
見
時　

	

庾
令　

楼
中　

初
め
て
見
え
し
時
、

武
昌
春
柳
鬭
腰
肢　

	
	

武
昌
の
春
柳　

腰
肢
を
鬭
（
た
た
か
）
わ

せ
り
。

相
逢
相
笑
盡
如
夢　

	

相
逢
い　

相
笑
い
し
も　

盡
く
夢
の
如
し
、

為
雨
為
雲
今
不
知　

	

雨
と
為
り　

雲
と
為
る　

今
知
ら
ず
。

鄂
渚
濛
濛
烟
雨
微　

	

鄂
渚　

濛
濛　

煙
雨
微
な
り
、

女
郎
魂
逐
暮
雲
帰　

	

女
郎　

魂
逐
わ
れ　

暮
雲
歸
る
。

只
応
長
在
漢
陽
渡　

	

只
だ
應
に　

長
え
に
漢
陽
の
渡
に
在
り
、

化
作
鴛
鴦
一
隻
飛　

	

化
し
て
鴛
鴦
と
作
り　

一
隻
で
飛
ぶ
。

白
詩
（2552

）　

和
劉
郎
中
傷
鄂
姫　
　

劉
郎
中
の
鄂
姫
を
傷
む
に
和
す

不
獨
君
嗟
我
亦
嗟　

	

獨
り
君
の
嗟
く
の
み
な
ら
ず　

我
も
亦
嗟
く
、

西
風
北
雪
殺
南
花　

	

西
風　

北
雪　

南
花
を
殺
ら
す
を
。

不
知
月
夜
魂
歸
處　

	

知
ら
ず　

月
夜　

魂
の
歸
る
處
を
、

鸚
鵡
洲
頭
第
幾
家　

	

鸚
鵡
洲
頭　

第
幾
家
ぞ
。
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高
唐
賦　

序　
　

宋
玉

昔
者
楚
襄
王
、
與
宋
玉
遊
於
雲
夢
之
臺
、
望
高
唐
之
觀
、
其
上
獨

有
雲
氣
、
崪
兮
直
上
、
忽
兮
改
容
、
須
臾
之
閒
、
變
化
無
窮
。
王

問
玉
曰
、
此
何
氣
也
、
玉
對
曰
、
所
謂
朝
雲
者
也
。
王
曰
、
何
謂

朝
雲
、
玉
曰
、
昔
者
先
王
嘗
遊
高
唐
、
怠
而
晝
寢
、
夢
見
一
婦
人
、

曰
、
妾
巫
山
之
女
也
、
爲
高
唐
之
客
、
聞
君
遊
高
唐
、
願
薦
枕
席
、

王
因
幸
之
、
去
而
辭
曰
、
妾
在
巫
山
之
陽
高
丘
之
阻
、
旦
爲
朝
雲
、

暮
爲
行
雨
、
朝
朝
暮
暮
、
陽
臺
之
下
、
旦
朝
視
之
如
言
、
故
爲
立

廟
、
號
曰
朝
雲
。

昔
者
楚
の
襄
王
、
宋
玉
と
雲
夢
の
臺
に
遊
ぶ
。
高
唐
の
觀
を
望
む

に
、
其
の
上
に
獨
り
雲
氣
有
り
。
崪
と
し
て
直
ち
に
上
り
、
忽
と

し
て
容
を
改
む
。
須
臾
の
間
に
變
化
し
て
窮
ま
り
無
し
。
王
玉
に

問
ひ
て
曰
く
、
此
何
の
氣
ぞ
と
。
玉
對
へ
て
曰
く
、
所
謂
朝
雲
な

る
者
な
り
と
。
王
曰
く
、
何
を
朝
雲
と
謂
ふ
と
。
玉
曰
く
、
昔
者

先
王
嘗
て
高
唐
に
遊
び
、
怠
り
て
晝
寢
ぬ
。
夢
に
一
婦
人
を
見
る

に
、
曰
く
、
妾
は
巫
山
の
女
な
り
。
高
唐
の
客
爲
り
。
君
の
高
唐

に
遊
ぶ
を
聞
き
、
願
は
く
は
枕
席
を
薦
め
ん
と
。
王
因
り
て
之
を

幸
す
。
去
り
て
辭
し
て
曰
く
、
妾
は
巫
山
の
陽
、
高
丘
の
阻
に
在

り
。
旦
に
朝
雲
と
爲
り
、
暮
に
行
雨
と
爲
る
。
朝
朝
暮
暮
、
陽
臺

の
下
に
あ
り
と
。
旦
朝
に
之
を
視
る
に
言
の
如
し
。
故
に
爲
に
廟

　
　

姫
、
鄂
人
也　

	

　
　

姫
は
鄂
の
人
な
り

	
	
	（

柴
格
朗
訳
注
『
劉
白
唱
和
集
（
全
）』
一
八
八
～
一
九
一
頁
／
勉
誠

出
版
／
二
〇
〇
四
）

	

〈
有
所
嗟
〉
は
元
々
劉
禹
錫
と
白
居
易
の
唱
和
詩
で
あ
り
、
劉
禹
錫
の

愛
人
の
死
に
際
し
て
詠
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
。
劉
禹
錫
の
二
首
は
、
庾

令
の
地
で
初
め
て
会
っ
た
女
性
と
過
ご
し
た
こ
と
も
今
で
は
夢
の
よ
う

で
あ
る
。
死
ん
だ
女
性
の
魂
は
暮
れ
方
の
雲
を
追
っ
て
帰
り
、
漢
陽
で

一
羽
き
り
の
オ
シ
ド
リ
に
な
っ
て
い
る
―
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
白
居
易
は
、
彼
女
の
死
を
嘆
い
て
い
る
の
は
君
一
人
で
は

な
い
―
と
い
う
よ
う
に
応
じ
、
劉
禹
錫
の
傷
心
を
慰
め
る
。
傍
線
部

で
示
し
た
通
り
、
劉
禹
錫
の
一
首
目
に
源
氏
が
詠
じ
た
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま

の
「
為
雨
為
雲
今
不
知
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
、
典
拠
で
あ
る
と
考
え

る
に
は
十
分
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、〈
有
所
嗟
〉
は
〈
高
唐
賦
〉
を
踏
ま
え

て
作
ら
れ
て
い
る
と
先
に
述
べ
た
が
、
こ
の
一
句
が
そ
れ
に
あ
た
る
部

分
で
あ
る
。

で
は
「
為
雨
為
雲
今
不
知
」
は
〈
高
唐
賦
〉
の
何
を
ど
の
よ
う
に
踏

ま
え
て
い
る
の
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
今
度
は
そ
の
〈
高

唐
賦
〉
の
序
文
を
見
て
み
よ
う
。〈
有
所
嗟
〉
は
こ
の
〈
高
唐
賦
〉
か
ら

生
ま
れ
た
故
事
成
語
を
用
い
て
い
る
。
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を
立
て
、
號
し
て
朝
雲
と
曰
ふ
と
。

	
	
	（

新
釈
漢
文
大
系
『
文
選
（
賦
編
）
下
』
巻
十
九　

三
四
三
頁
／
明
治

書
院
／
二
〇
〇
一
）

	

楚
の
懐
王
が
巫
山
の
地
で
見
た
夢
に
美
女
が
現
れ
、
王
と
契
り
を
交

わ
し
た
後
、
去
り
際
に
「
朝
に
は
雲
、
暮
れ
に
は
雨
と
な
っ
て
参
る
」

と
言
い
残
し
た
。
王
が
目
を
覚
ま
す
と
女
の
言
っ
た
通
り
に
な
っ
て
い

た
―
と
い
う
詩
賦
の
内
容
を
要
約
し
て
い
る
。
こ
の
夢
で
出
会
っ
た

神
女
と
一
時
を
過
ご
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
後
世
に
残
る
故
事
と
な
っ

た
。〈
有
所
嗟
〉
の
「
為
雨
為
雲
」
と
い
う
言
葉
は
現
代
に
残
る
四
字
熟

語
「
朝
雲
暮
雨
」「
巫
山
雲
雨
」
と
い
っ
た
言
葉
と
同
じ
く
、
こ
の
〈
高

唐
賦
〉
か
ら
生
ま
れ
た
故
事
成
語
と
な
っ
て
お
り
、「
美
女
」「
男
女
の

契
り
」
を
表
す
言
葉
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

劉
禹
錫
は
こ
の
故
事
を
「
為
雨
為
雲
」
と
い
う
言
葉
で
〈
有
所
嗟
〉

に
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、〈
有
所
嗟
〉
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
為
雨

為
雲
」
が
、
本
当
に
そ
の
故
事
の
意
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
劉
禹
錫

以
前
の
中
国
に
お
け
る
用
例
か
ら
確
認
し
て
お
く
。

（
ア
）	

公
子
行　
　

劉
廷
芝

 

（
略
）

花
際
俳
諧
雙
蛺
蝶　
　

	

花
際　

俳
諧
す
雙
蛺
蝶
。

池
邊
顧
歩
両
鴛
鴦　
　

	

池
邊　

顧
歩
す
両
鴛
鴦
。

傾
国
傾
城
漢
武
帝　
　

	

国
を
傾
け
城
を
傾
く
漢
の
武
帝
。

為
雲
為
雨
楚
襄
王　
　

	

雲
と
為
り
雨
と
為
る
楚
の
襄
王
。		

…
…

	
	
	（

新
釈
漢
文
大
系
『
唐
詩
選
』
巻
二　

二
〇
八
～
二
〇
九
頁
／
明
治
書

院
／
一
九
六
四
）

	

七
世
紀
の
唐
の
詩
人
・
劉
廷
芝
の
詩
で
あ
る
。
美
し
い
女
性
た
ち
を

描
写
す
る
中
に
「
為
雲
為
雨
」
の
言
葉
が
見
え
る
。「
傾
国
傾
城
」「
漢

の
武
帝
」
と
並
べ
て
「
為
雲
為
雨
」「
楚
の
襄
王
」
が
対
句
に
さ
れ
て
お

り
、
こ
こ
で
は
美
女
を
指
す
言
葉
、
ま
た
は
王
が
そ
の
美
女
を
愛
し
た

こ
と
を
表
現
す
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
劉
禹
錫
は
八
～
九

世
紀
の
人
で
あ
る
か
ら
、
劉
禹
錫
が
登
場
す
る
前
か
ら
〈
高
唐
賦
〉
の

雲
と
雨
に
由
来
す
る
言
葉
は
「
美
女
」、
ま
た
は
そ
の
美
女
と
関
係
を
持

つ
こ
と
を
指
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
〈
有
所
嗟
〉
の
一
首
目
を
見
て
み
る
と
、
こ
ち
ら
も
第
三
句
と

「
為
雨
為
雲
」
を
含
む
第
四
句
が
対
句
に
な
っ
て
い
る
。「
相
逢
相
笑
盡

如
夢
―
互
い
に
出
会
い
笑
い
合
っ
た
の
も
夢
の
よ
う
だ
」
と
い
っ
た

言
葉
と
、「
為
雨
為
雲
今
不
知
―
睦
ま
じ
く
契
り
を
交
わ
し
た
こ
と
も

今
は
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
対
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
源

氏
が
朗
詠
し
た
の
は
「
為
雨
為
雲
今
不
知
」
に
あ
た
る
一
節
の
み
で
い

か
に
も
断
片
的
で
あ
っ
た
が
、
直
接
の
典
拠
で
あ
る
〈
有
所
嗟
〉
で
は
、
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こ
う
い
っ
た
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
断
片
的
で
あ
る
と
は

い
え
、
漢
籍
の
教
養
を
持
っ
た
紫
式
部
の
こ
と
、
こ
の
故
事
の
こ
と
は

知
っ
て
使
っ
て
い
る
と
見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
故
事
は
次
節

で
挙
げ
る
例
の
よ
う
に
、
日
本
の
作
品
に
お
い
て
も
〈
高
唐
賦
〉
の
故

事
の
用
例
が
多
数
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
〈
公
子
行
〉
と
〈
有
所
嗟
〉
は

中
国
で
の
用
例
で
あ
る
が
、
源
氏
に
引
用
さ
れ
る
ま
で
、
日
本
に
お
い

て
こ
の
故
事
は
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
使
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

次
節
で
は
、
こ
の
故
事
に
つ
い
て
主
に
日
本
で
の
用
例
を
中
心
に
考
察

し
て
い
く
。二

作
者
・
紫
式
部
が
源
氏
に
「
雨
と
な
り
雲
と
や
な
り
に
け
ん
」
と
言

わ
せ
る
以
前
に
は
、
こ
の
故
事
は
如
何
に
人
々
に
知
ら
れ
、
使
わ
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。『
源
氏
物
語
』
以
前
の
例
で
は
、
古
く
は
『
万
葉

集
』
の
「
松
浦
川
に
遊
ぶ
」
と
い
う
一
連
の
作
品
群
の
序
文
に
「
あ
る

と
き
に
は
巫
峡
に
臥
し
て
空
し
く
煙
霞
を
望
む
」
と
い
う
一
文
が
見
ら

れ
る
。

（
イ
）	

万
葉
集
「
遊
於
松
浦
河
序
」

	
	
	
	

遊
於
松
浦
河
序

余
以
暫
往
松
浦
之
県
逍
遥
、
聊
臨
玉
嶋
之
潭
遊
覧
、
忽
値
釣
魚
女

子
等
也
。
花
容
無
双
、
光
儀
無
匹
。
開
柳
葉
於
眉
中
、
発
桃
花
於

頬
上
。
意
気
凌
雲
、
風
流
絶
世
。
僕
問
曰
、
誰
郷
誰
家
児
等
、
若

疑
神
仙
者
乎
。
娘
等
皆
咲
答
曰
、
児
等
者
漁
夫
之
舎
児
、
草
庵
之

微
者
。
無
郷
無
家
、
何
足
称
云
。
唯
性
便
水
、
復
心
楽
山
。
或
臨

洛
浦
而
徒
羨
玉
魚
、
乍
臥
巫
峡
以
空
望
烟
霞
。
今
以
邂
逅
相
遇
貴

客
。
不
勝
感
応
、
輙
陳
欵
曲
。
而
今
而
後
、
豈
可
非
偕
老
哉
。
下

官
対
曰
、
唯
々
、
敬
奉
芳
命
。
于
時
、
日
落
山
西
、
驪
馬
将
云
。

遂
申
懐
抱
、
因
贈
詠
歌
曰
、

	
	
	

阿
佐
里
須
流　

阿
末
能
古
等
母
等　

比
得
波
伊
倍
騰　

美
流

尓
之
良
延
奴　

有
麻
必
等
能
古
等

	
	
	
	

松
浦
川
に
遊
ぶ
序

…
…
娘
等
皆
咲ゑ

み
答
え
て
曰
く
、「
児わ

等れ

は
漁あ

夫ま

の
舎い
へ

の
児こ

、
草
の

庵
の
微い

や

し
き
者
な
り
。
郷
も
な
く
家
も
な
し
、
何
そ
称あ

げ
云
ふ
に

足
ら
む
。
た
だ
性

ひ
と
と
な
り水

に
便な
ら

ひ
、
ま
た
心
に
山
を
楽
し
ぶ
。
あ
る

と
き
に
は
洛
浦
に
臨
み
て
徒
ら
に
玉
魚
を
羨と

も

し
み
し
、
あ
る
と
き

に
は
巫
峡
に
臥
し
て
空
し
く
煙
霞
を
望
む
。		

今
邂た
ま

逅さ
か

に
貴ま
ら

客ひ
と

に

相あ遇
ひ
ぬ
。
感
応
に
勝あ

へ
ず
、
輙す
な
わち

欵か
ん
き
ょ
く曲を

陳の

ぶ
。
今
よ
り
後
に
、
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豈あ
に

偕か
い

老ろ
う

に
あ
ら
ざ
る
べ
け
む
」
と
い
ふ
。
下や
つ

官か
れ

対
へ
て
曰
く
、

「
唯を

を々

、
敬つ
つ
しみ
て
芳
命
を
奉
う
け
た
まは
ら
む
」
と
い
ふ
。
時
に
、
日
は
山
の

西
に
落
ち
、
驪り

馬ば

去い

な
む
と
す
。
遂
に
懐か
い

抱ほ
う

を
申の

べ
、
因
り
て
詠

歌
を
贈
り
て
曰
く
、

	
	
	

あ
さ
り
す
る　

漁
夫
の
子
ど
も
と　

人
は
言
へ
ど　

見
る
に

知
ら
え
ぬ　

う
ま
ひ
と
の
子
と

	
	
	（

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
』
八
五
三
序　

五
一
～
五
三
頁

／
小
学
館
／
一
九
九
五
）

	

松
浦
河
に
出
掛
け
た
折
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
美
し
い
娘
た
ち
と
歌
を

贈
答
し
合
っ
た
と
い
う
話
が
語
ら
れ
る
。
作
者
が
娘
た
ち
に
「
あ
な
た

方
は
仙
女
で
は
な
い
か
」
と
身
上
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
娘
た
ち
の
返
答

の
中
、
傍
線
部
に
「
あ
る
時
は
巫
山
に
横
に
な
り
、
霞
を
眺
め
て
お
り

ま
し
た
」
と
い
う
言
葉
で
〈
高
唐
賦
〉
の
地
名
が
現
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
天
女
の
よ
う
な
神
秘
的
で
美
し
い
女
性
た
ち
が
登
場
し
て
お
り
、

そ
の
女
性
に
〈
高
唐
賦
〉
を
意
識
し
た
言
葉
を
言
わ
せ
て
い
る
。
こ
の

序
文
に
続
く
歌
群
で
は
男
女
の
贈
答
を
重
ね
て
い
て
、〈
高
唐
賦
〉〈
有

所
嗟
〉
に
あ
る
よ
う
な
別
れ
の
描
写
は
な
い
。
こ
の
点
は
次
の
『
懐
風

藻
』
の
例
も
同
様
で
あ
る
。

（
ウ
）		

懐
風
藻
「
詠
美
人
」

	
	
	
	

正
六
位
上
左
大
史
荊
助
仁
。
一
首
。　
　

年
三
十
七
。

	
	
	
	

五
言
。
美
人
を
詠
む
。
一
首
。

巫
山
行
雨
下
。
洛
浦　

雪
霏
。　		

巫ふ

山ざ
ん

行か
う

雨う

下ふ

り
、
洛ら

く

浦ほ	　

	

雪せ
つ

霏と

ぶ
。

月
泛
眉
間
魄
。
雲
開
髻
上
暉
。	

	

月
は
泛う

か
ぶ
眉み

間け
ん

の
魄ひ
か
り、
雲
は

開
く
髻け

い
じ
や
う上の
暉ひ
か
り。

腰
逐
楚
王
細
。
體
隨
漢
帝
飛
。	

	

腰
は
楚そ

王わ
う

を
逐お

ひ
て
細
く
、
體み

は
漢か
ん

帝て
い

に
隨し
た
がひ
て
飛
ぶ
。

誰
知
交
甫
珮
。
留
客
令
忘
歸
。	

	

誰
か
知
ら
む
交か
う

甫ほ

が
珮は
い

、
客
ま
ら
ひ
とを

留と
ど
め
て
歸か
へ
りを
忘
れ
し
む
る
こ
と
を
。

	
	
	（

日
本
古
典
文
学
大
系
『
懐
風
藻
』
一
〇
二
～
一
〇
三
頁
／
岩
波
書
店

／
一
九
六
四
）

	

右
の
『
懐
風
藻
』
の
例
は
、「
美
人
を
詠
む
」
と
題
さ
れ
る
詩
で
あ

る
。
美
女
の
離
れ
が
た
い
美
し
さ
を
故
事
に
寄
せ
て
歌
っ
て
い
て
、
冒

頭
か
ら
「
巫
山
行
雨
下
り
」
と
い
う
よ
う
に
〈
高
唐
賦
〉
の
地
名
が
登

場
し
て
い
る
。
先
に
あ
げ
た
『
万
葉
集
』
の
例
に
も
「
巫
峡
に
臥
し
て

空
し
く
煙
霞
を
望
む
」
に
並
ん
で
「
洛
浦
に
臨
み
て
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
が
、「
洛
浦
」
と
い
う
言
葉
が
こ
こ
で
も
「
巫
峡
」
と
対
句
的
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
〈
高
唐
賦
〉
と
同
じ
く
『
文
選
』
に
収
め
ら

く
わ
い
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れ
て
い
る
〈
洛
神
賦
〉
と
い
う
作
品
を
典
拠
と
し
た
言
葉
で
、〈
洛
神

賦
〉
は
〈
高
唐
賦
〉
に
影
響
を
受
け
て
作
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の

二
種
類
の
美
女
の
表
現
は
、
日
本
に
お
け
る
漢
詩
文
の
中
で
も
し
ば
し

ば
並
べ
て
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
巫
山
」「
洛
浦
」
と
い
っ
た
言
葉
は
、『
懐
風
藻
』
が

編
纂
さ
れ
た
頃
か
ら
す
で
に
日
本
に
お
い
て
も
神
仙
的
美
女
を
思
い
起

こ
さ
せ
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。『
懐
風
藻
』

の
例
も
「
松
浦
河
に
遊
ぶ
」
と
同
じ
く
、
美
女
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ

り
、
こ
こ
に
も
「
別
れ
」
の
要
素
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
次
の

引
用
は
「
洛
雪
」「
巫
雲
」
を
用
い
な
が
ら
女
性
の
死
を
主
題
に
し
た
作

品
で
あ
る
。

（
エ
）		

文
華
秀
麗
集
「
奉
和
侍
中
翁
主
挽
歌
詞
」

	
	
	
	

「
侍
中
翁
主
挽
歌
詞
」
に
和
し
奉
る
。
二
首
。　
　

菅
原
淸
公

	
	

（
一
首
略
）

鳳
掖
榮
華
盡
。
爲
書
卜
兆
通
。	

	

鳳ほ
う

掖え
き

榮え
い

華ぐ
わ

盡つ

き
、爲ゐ

書し
ょ

卜ぼ
く

兆て
う

通か
よ

ふ
。

向
朝
傷
薤
露
。
欲
暮
泣
楊
風
。	

	

朝あ
し
たに
向
か
ひ
て
薤か
い

露ろ

を
傷い
た

み
、

暮く
れ

に
欲
な
り
な
む
とし

て
楊や
う

風ふ
う

に
泣
く
。

漢
浦
星
光
缺
。
秦
樓
月
影
空
。	

	

漢か
ん
浦ぼ

星せ
い
く
わ
う光
缺か

け
、秦し
ん
樓ろ
う
月げ
つ
影え
い
空む
な
し
。

定
知
雲
雨
貌
。
長
絶
楚
臺
中
。	

	

定
め
て
知
る
雲う

ん

雨う

の
貌か

た
ち、

長
と
こ
し
へに

楚そ

臺だ
い

の
中
に
絶た

ゆ
る
こ
と
を
。

	
	
	
	

「
侍
中
翁
主
挽
歌
詞
」
に
和
し
奉
る
。
二
首
。　
　

巨
勢
識
人

	
	

（
一
首
略
）

曉
月
銘
旌
出
。
春
山
轅
馬
通
。	

	

曉げ
う

月げ
つ

銘め
い

旌せ
い

出い

で
、
春し
ゅ
ん
ざ
ん山

轅ゑ
ん

馬ば

通か
よ

ふ
。

繁
笳
悲
薤
露
。
畫
翣
送
松
風
。	

	

繁は
ん

笳か

薤か
い

露ろ

悲
し
く
、
畫ぐ
わ

翣さ
ふ

松し
ょ
う

風ふ
う

送
る
。

洛
雪　

光
罷
。
巫
雲
行
影
空
。　		

洛ら
く

雪せ
つ	　

	

光く
わ
う

罷や

み
、
巫ふ

雲う
ん

行か
う

影え
い

空む
な

し
。

可
嗟
桃
李
貌
。
長
掩
重
泉
中
。	

	

嗟な
げ

く
べ
し
桃た
う

李り

の
貌か
た
ち
、
長
と
こ
し
へに

重ち
ょ
う
せ
ん

泉
の
中
に
掩お
ほ

は
れ
む
こ
と
を
。

	
	
	（

日
本
古
典
文
学
大
系
『
文
華
秀
麗
集
』
巻
中　

二
七
一
～
二
七
二
頁

／
岩
波
書
店
／
一
九
六
四
）

	

本
来
は
一
人
が
二
首
ず
つ
詠
ん
で
い
る
作
品
で
あ
る
が
、
引
用
で
は

そ
れ
ぞ
れ
一
首
ず
つ
割
愛
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
嵯
峨
天
皇
に
よ
る
挽

歌
詩
に
唱
和
し
て
作
ら
れ
て
い
て
、
女
官
か
そ
れ
に
似
た
立
場
の
女
性

が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
嘆
く
も
の
で
あ
る
。
柩
が
運
ば
れ
て
い
く
様
子

を
語
り
、
女
性
の
姿
を
「
雲
雨
」「
洛
雪
」「
巫
雲
」
と
表
現
す
る
。
そ

の
美
し
い
姿
が
楼
閣
の
中
か
ら
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
嘆
く
内
容
で

あ
る
。
こ
こ
で
も
先
の
二
例
と
同
じ
く
〈
高
唐
賦
〉
と
並
ん
で
〈
洛
神

賦
〉
が
使
わ
れ
、
挽
歌
詩
に
和
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
詩
は

く
わ
い
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女
性
と
死
別
す
る
と
い
う
『
源
氏
物
語
』
の
場
面
と
同
じ
状
況
が
描
か

れ
て
い
る
。

し
か
し
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
死
別
の
表
現
は
「
雲
雨
」「
洛
雪
」「
巫

雲
」
に
「
長
絶
」「
罷
」「
空
」
と
い
う
言
葉
を
加
え
て
用
い
て
の
別
れ

の
描
写
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
に
あ
げ
た
（
ア
）
～
（
ウ
）
の

三
例
と
合
わ
せ
て
考
え
て
み
て
も
「
雲
雨
」
な
ど
の
言
葉
は
「
美
女
」

を
指
す
言
葉
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
故
事
の
言
葉
と
し
て
使
っ
て
い
る
詩

人
た
ち
は
、
そ
れ
自
体
に
別
れ
の
要
素
が
あ
る
と
い
う
意
識
で
用
い
て

は
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
些
細
な
こ
と
で
あ
る
が
、〈
高
唐
賦
〉
の

言
葉
だ
け
で
は
「
死
別
」
の
要
素
を
表
せ
な
い
と
い
う
、
こ
の
点
は
留

意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

	

こ
こ
ま
で
日
本
に
お
け
る
〈
高
唐
賦
〉
の
故
事
の
用
例
を
見
て
き
た

が
、
こ
こ
で
〈
有
所
嗟
〉
の
例
も
合
わ
せ
て
見
て
お
こ
う
。
次
の
用
例

に
は
、
源
氏
が
引
い
た
「
為
雨
為
雲
」
の
箇
所
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、

そ
れ
と
対
句
に
な
っ
た
「
相
逢
相
笑
」
に
該
当
す
る
部
分
が
引
用
さ
れ

て
い
る
。

（
オ
）		
	

菅
家
文
草
「
七
月
七
日
、
代
牛
女
惜
曉
更
、
各
分
一
字
、
應

製
。〈
探
得
程
字
〉」

	
	
	

七
月
七
日
、
牛
女
に
代
わ
り
て
、
暁
更
を
惜
し
む
、
各
一
字

を
分
か
つ
、
製
に
応
え
ま
つ
る

	
	

〈
探
り
て
「
程
」
の
字
を
得
た
り
〉

年
不
再
秋
夜
五
更　

	
	

年
再
び
は
秋
あ
ら
ず　

夜
五
更

料
知
靈
配
曉
來
情　

	
	

料
り
知
る　

靈
配　

曉
よ
り
こ
の
か
た
の
情

露
應
別
涙
珠
空
落　

	
	

露
は
別
れ
の
涙
な
る
べ
し　

珠
空
し
く
落
つ

雲
是
殘
粧
髻
未
成　

	
	

雲
は
こ
れ
殘
ん
の
粧
ひ　

髻
い
ま
だ
成
ら
ず

恐
結
橋
思
傷
鵲
翅　

	
	

橋
を
結
ば
む
こ
と
を
恐
り
て
は　

鵲
の
翅

を
傷
ら
む
こ
と
を
思
ふ

嫌
催
駕
欲
啞
鷄
聲　

	
	

駕
を
催
さ
む
こ
と
を
嫌
ひ
て
は　

鷄
の
聲

を
啞
な
ら
し
め
ま
く
欲
り
す

相
逢
相
失
間
分
寸　

	
	

相
逢
ひ
相
失
ひ
て　

間
む
こ
と
分
寸

三
十
六
旬
一
水
程　

	
	

三
十
六
旬　

一
水
の
程

	
	
	（

日
本
古
典
文
学
大
系
『
菅
家
文
草
』
巻
五
・
三
四
六　

三
七
七
～
三

七
八
頁
／
岩
波
書
店
／
一
九
六
六
）

	
	

（
引
用
者
注
：
引
用
中
の
〈　

〉
は
割
注
部
分
）

	

第
一
節
で
引
用
し
た
「
相
逢
相
笑
」
と
は
異
同
が
あ
る
が
、『
奥
入
』

古
注
釈
に
あ
る
も
の
と
同
じ
「
相
逢
ひ
相
失
ひ
て
」
と
い
う
〈
有
所
嗟
〉

の
語
句
が
用
い
ら
れ
、
劉
禹
錫
の
作
品
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
男
女
の
暁
方
の
別
れ
を
織
女
と
牽
牛
に
成
り
代
わ
っ
て
語
り
、

逢
瀬
の
時
間
の
短
さ
を
惜
し
ん
で
い
る
。
新
間
一
美
氏
は
こ
の
〈
有
所
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嗟
〉
が
道
真
の
作
品
に
度
々
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
漢
詩
だ
け
で
な
く
願
文
の
中
に
も
引
か
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
、

「
平
安
朝
に
お
い
て
は
、
女
性
の
死
に
際
し
て
作
ら
れ
た
願
文
に
巫
山
の

神
女
が
登
場
す
る
が
、
そ
う
し
た
表
現
に
最
も
影
響
を
与
え
た
の
は
劉

禹
錫
の
詩
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」（

1

（
注

と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
日
本
で
の
例
に
お
い
て
も
〈
有
所
嗟
〉
か
ら
の
引
用
が

女
性
の
死
を
主
題
と
し
て
い
る
一
方
、（
ア
）
～
（
エ
）
の
例
で
見
た
よ

う
に
〈
高
唐
賦
〉
の
故
事
を
用
い
た
言
葉
そ
の
も
の
で
は
「
美
女
」
や

「
美
女
と
関
係
を
持
つ
こ
と
」
の
み
が
示
さ
れ
る
。
元
々
〈
高
唐
賦
〉
で

は
、
夢
で
出
会
っ
た
神
女
と
の
別
れ
よ
り
も
、
彼
女
の
美
し
さ
や
雲
雨

と
な
る
神
秘
的
な
で
き
ご
と
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
。
女
性
と
の
「
別

れ
」
と
い
っ
て
も
、
神
女
は
雲
雨
と
な
っ
て
王
の
元
に
再
び
姿
を
現
し

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、〈
高
唐
賦
〉
の
言
葉
自
体
に
は
「
別
れ
」
や

「
死
別
」
が
テ
ー
マ
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
感
覚
は
さ
ほ
ど
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
日
本
に
お
い
て
も
そ
の
意
識
は
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

三

前
節
で
は
、〈
高
唐
賦
〉〈
有
所
嗟
〉
両
者
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の

様
相
を
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、〈
有
所
嗟
〉
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る

〈
高
唐
賦
〉
に
由
来
す
る
故
事
そ
れ
自
体
に
は
「
死
別
」
の
要
素
が
含
ま

れ
な
い
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
『
源
氏
物
語
』

の
原
文
に
か
え
っ
て
読
解
を
行
っ
て
い
こ
う
。

し
か
し
そ
の
前
に
、
改
め
て
源
氏
が
詠
じ
た
一
節
を
み
る
と
、「
為
雨

為
雲
今
不
知
」
は
「
雨
と
な
り
雲
と
や
な
り
に
け
ん

0

0

0

、
今
は
知
ら
ず
」

と
過
去
推
量
の
語
を
付
加
し
て
訓
読
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
諸

本
で
の
異
同
を
確
認
し
て
み
て
も
、
陽
明
家
本
で
「
あ
め
と
や0

な
り
く

も
と
や
な
り
に
け
ん
」
と
助
詞
が
補
わ
れ
る
の
み
で
、
や
は
り
過
去
推

量
の
付
加
は
共
通
し
て
い
る
。〈
有
所
嗟
〉
の
通
り
に
引
用
し
て
い
る
な

ら
ば
、
こ
こ
は
「
女
と
仲
睦
ま
じ
く
過
ご
し
た
こ
と
」
の
意
で
、
女
性

―
妻
・
葵
の
上
と
過
ご
し
た
こ
と
は
自
分
の
経
験
で
あ
る
か
ら
、
過

去
の
こ
と
で
は
あ
っ
て
も
推
量
で
語
る
理
由
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
な

ぜ
こ
こ
で
「
け
ん
」
と
過
去
の
推
量
が
付
加
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

日
本
で
は
こ
の
漢
詩
を
ど
う
訓
読
し
て
い
た
の
か
。
以
下
に
源
氏
の

古
注
釈
類
で
訓
読
が
確
認
で
き
た
も
の
五
例
を
挙
げ
た
。
分
か
り
や
す

い
よ
う
適
宜
ス
ペ
ー
ス
を
開
け
て
あ
る
。

奥
入

　

	

…
…　

あ
め
と
な
り	

く
も
と
な
り　
　

	

い
ま
は
し
ら
す

光
源
氏
物
語
抄

　
	

…
…　

あ
め
と
な
り	

く
も
と
や
な
り　

	

い
ま
は
し
ら
す

一
葉
抄

　

	

…
…　

為
雨　
　
　

	

雲
為
つ
て　
　
　

	

今
（
は
）
知
ず
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明
星
抄

　
	

…
…　

雨
と
為
り　

	

雲
と
為
り
て　
　

	

今
は
し
ら
す

紹
巴
抄

　

	
…
…　

雨
と
な
り　

	

雲
と
な
り
に
け
ん	

今
は
知
ず

こ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
中
に
は
源
氏
の
本
文
と
全
く
同
じ
に
読
ん
で

い
る
も
の
は
一
つ
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
訓
読
に
差
異
が
生
じ
る
の
は
、

漢
文
を
日
本
語
に
書
き
下
す
際
、
意
味
が
通
っ
て
い
れ
ば
あ
る
程
度
の

自
由
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
点
は
現
代
の
注
釈
に
お

い
て
も
も
ち
ろ
ん
同
様
で
、
先
に
引
用
し
た
柴
格
朗
氏
に
よ
る
訓
読
で

も
「
雨
と
為
り　

雲
と
為
る　

今
知
ら
ず
」
と
い
う
よ
う
に
少
々
異
な

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
十
六
世
紀
の
源
氏
注
釈
『
紹
巴
抄
』
が
過
去

推
量
を
付
し
て
い
る
が
、
か
な
り
後
世
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

藤
原
定
家
に
よ
る
『
奥
入
』
以
降
、
確
認
で
き
る
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
が

源
氏
と
異
な
る
読
み
方
を
し
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
ら
の
注
釈
が
読
ん
で
い
る
の
は
典
拠
と
な
っ
て
い
る
劉
禹
錫
の
〈
有

所
嗟
〉
で
あ
り
、
源
氏
は
そ
の
〈
有
所
嗟
〉
の
一
節
を
口
ず
さ
ん
で
い

る
は
ず
で
あ
る
。
時
代
に
差
異
が
あ
る
と
は
い
え
、
同
じ
〈
有
所
嗟
〉

の
本
文
を
訓
読
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
な
不
一
致
が
生

じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
源
氏
が
詠
ん
だ
一
節
は
や
は
り
〈
有
所
嗟
〉

の
訓
読
と
し
て
は
一
般
的
で
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し

て
こ
の
不
一
致
に
は
作
者
・
紫
式
部
の
何
ら
か
の
意
図
が
働
い
て
い
る

よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

	

で
は
、
源
氏
が
詠
ん
だ
こ
の
文
面
の
ま
ま
で
は
ど
の
よ
う
に
読
め
る

の
だ
ろ
う
か
。「
雨
と
な
り
雲
と
や
な
り
に
け
ん

0

0

0

、
今
は
知
ら
ず
」
と
い

う
言
葉
だ
け
を
捉
え
る
と
、
死
ん
だ
葵
の
上
が
本
当
に
雨
や
雲
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
よ
う
な
言
い
方
で
あ
る
。
源
氏
の
言
葉
に
応
え
る
よ
う
に

中
将
が
詠
ん
だ
和
歌
を
見
て
も
、「
空
の
浮
雲
を
い
づ
れ
の
方
と
わ
き

て
」
と
い
う
よ
う
に
「
雲
が
誰
で
あ
る
か
見
分
け
る
」
と
い
う
発
想
が

見
て
取
れ
る
。
故
事
の
言
葉
と
し
て
読
む
に
は
無
理
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

本
来
こ
の
よ
う
に
読
む
の
が
自
然
な
流
れ
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
少
し
視
点
を
変
え
て
、
伊
行
が
言
う
よ
う
に
〈
高
唐
賦
〉

だ
け
を
典
拠
と
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。〈
高
唐
賦
〉

で
は
、
女
性
は
王
の
夢
の
中
に
現
れ
る
神
秘
的
な
人
物
だ
が
、
王
が
夢

か
ら
覚
め
る
と
本
当
に
雲
と
な
っ
て
た
な
び
い
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
そ
う
す
る
と
、
今
度
は
源
氏
の
言
葉
が
〈
有
所
嗟
〉
に

一
致
し
す
ぎ
て
い
る
こ
と
が
疑
問
と
な
っ
て
く
る
。「
今
不
知
」
に
当
た

る
言
葉
ま
で
、
四
句
目
の
全
部
を
詠
ん
で
い
る
の
だ
と
考
え
る
方
が
明

ら
か
に
自
然
で
あ
る
。
む
し
ろ
こ
れ
は
、
漢
籍
を
知
っ
て
い
る
読
者
に

〈
高
唐
賦
〉
で
は
な
く
〈
有
所
嗟
〉
の
引
用
で
あ
る
と
読
み
取
ら
せ
る
た

め
に
「
今
は
知
ら
ず
」
ま
で
詠
ん
で
い
る
の
だ
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
こ
の
後
の
場
面
に
続
い
て
登
場
す
る
「
霜
枯
れ
の
前
栽
」
や
「
草
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枯
れ
」
と
い
っ
た
も
の
も
、
劉
禹
錫
に
唱
和
し
た
白
居
易
の
詩
に
あ
る

「
西
風
北
雪
殺
南
花
」
か
ら
発
想
を
得
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
新
間

氏
（
2

（
注

の
主
張
も
あ
る
。〈
有
所
嗟
〉
を
無
視
し
て
良
い
と
は
ど
う
し
て
も
考

え
ら
れ
な
い
。

漢
籍
か
ら
距
離
を
置
い
て
「
死
ん
だ
人
物
が
雨
や
雲
に
な
る
」
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、
ま
ず
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
「
火
葬
の
煙

が
空
に
昇
っ
て
雲
に
な
る
」
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
こ
の
類
の
表
現
は

和
歌
に
よ
く
見
ら
れ
、
多
く
の
例
が
あ
る
。
こ
の
場
面
よ
り
少
し
前
、

葵
の
上
が
亡
く
な
っ
た
後
の
源
氏
の
歌
が
ま
さ
し
く
そ
れ
で
あ
る
。

の
ぼ
り
ぬ
る
煙
は
そ
れ
と
分
か
ね
ど
も
な
べ
て
雲
居
の
あ
は
れ
な

る
か
な
（
葵
―
四
八
頁
）

そ
し
て
「
雨
」
は
、
次
の
二
例
の
よ
う
に
涙
を
雨
に
な
ぞ
ら
え
る
表
現

と
な
り
う
る
。

あ
ひ
見
ず
て
し
の
ぶ
る
こ
ろ
の
涙
を
も
な
べ
て
の
空
の
時
雨
と
や

見
る
（
賢
木
―
一
二
八
頁
）

	
	
	

お
も
ひ
に
侍
り
け
る
人
を
と
ぶ
ら
ひ
に
ま
か
り
て
よ
め
る　
　

た
だ
み
ね

す
み
ぞ
め
の
君
が
た
も
と
は
雲
な
れ
や
た
え
ず
涙
の
雨
と
の
み
ふ
る

	
	
	（
新
編
国
歌
大
観
『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
六
・
八
四
三
番
歌　

哀
傷
歌
（
3

（
注

）

	

こ
の
場
面
で
は
時
雨
が
降
っ
て
い
る
こ
と
が
冒
頭
で
語
ら
れ
て
い
る
。

漢
詩
が
故
事
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
無
視
し
て
読
め
ば
、
源

氏
が
「
雨
と
な
り
…
…
」
と
ひ
と
り
ご
ち
た
の
は
、
雨
と
雲
を
見
て
亡

き
妻
の
火
葬
の
煙
を
連
想
し
、
自
分
の
涙
を
雨
に
、
煙
を
雲
に
寄
せ
た

和
歌
の
よ
う
な
表
現
を
し
た
の
だ
と
見
え
る
だ
ろ
う
。
現
に
数
頁
前
に

は
葵
の
上
の
火
葬
の
煙
を
見
て
「
の
ぼ
り
ぬ
る
…
」
と
空
の
様
子
を
詠

ん
で
い
る
。
そ
の
記
憶
が
新
し
い
読
者
た
ち
は
こ
こ
で
も
自
然
と
こ
の

連
想
に
至
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
源
氏
が
朗
詠

し
て
い
る
「
雨
と
な
り
…
…
」
の
言
葉
は
〈
有
所
嗟
〉
の
訓
読
と
し
て

一
般
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
先
に
述
べ
た
。

紫
式
部
は
こ
の
一
節
の
訓
読
を
「
な
り
に
け
ん

0

0

0

」
と
す
る
こ
と
で
、
時

雨
か
ら
火
葬
の
煙
と
雲
、
雨
の
関
連
を
読
者
に
想
起
さ
せ
、
和
歌
的
な

雨
と
雲
の
哀
傷
表
現
を
内
包
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四

果
た
し
て
こ
う
し
た
漢
詩
文
の
意
図
的
な
改
変
は
起
き
う
る
の
だ
ろ

う
か
。
和
歌
の
場
合
に
は
、
有
名
な
例
が
『
枕
草
子
』「
清
涼
殿
の
丑
寅



―	12	―

の
隅
の
」
の
段
に
あ
る
。

	
春
の
歌
、
花
の
心
な
ど
、
さ
い
ふ
も
、
上
臈
二
つ
三
つ
ば
か
り

書
き
て
、「
こ
れ
に
」
と
あ
る
に
、

	
	
	

年
経
れ
ば
よ
は
ひ
は
老
い
ぬ
し
か
は
あ
れ
ど
花
を
し
見
れ
ば

物
思
ひ
も
な
し

と
い
ふ
こ
と
を
、「
君
を
し
見
れ
ば
」
と
書
き
な
し
た
る
、
御
覧
じ

く
ら
べ
て
、「
た
だ
こ
の
心
ど
も
の
ゆ
か
し
か
り
つ
る
ぞ
」
と
仰
せ

ら
る
る
つ
い
で
に
、「
円
融
院
の
御
時
に
、『
草
子
に
歌
一
つ
書
け
』

と
殿
上
人
に
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
い
み
じ
う
書
き
に
く
う
、
す
ま

ひ
申
す
人
々
あ
り
け
る
に
、『
さ
ら
に
た
だ
手
の
あ
し
さ
よ
き
、
歌

の
、
を
り
に
あ
は
ざ
ら
む
も
知
ら
じ
』
と
仰
せ
ら
る
れ
ば
、
わ
び

て
み
な
書
き
け
る
中
に
、
た
だ
い
ま
の
関
白
殿
、
三
位
中
将
と
聞

え
け
る
と
き
、

	
	
	

し
ほ
の
満
つ
い
つ
も
の
浦
の
い
つ
も
い
つ
も
君
を
ば
深
く
思

ふ
は
や
わ
が

と
い
ふ
歌
の
、
末
を
、『
た
の
む
は
や
わ
が
』
と
書
き
た
ま
へ
り
け

る
を
な
む
、
い
み
じ
う
め
で
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
」
な
ど
仰
せ
ら
る

る
に
も
、
す
ず
ろ
に
汗
あ
ゆ
る
心
地
ぞ
す
る
。

	
	
	（

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
枕
草
子
』
第
二
一
段　

五
一
～
五
二
頁

／
小
学
館
／
一
九
九
七
）

	

清
少
納
言
の
「
年
経
れ
ば
…
」
の
歌
は
、『
古
今
和
歌
集
』
春
上
の
藤

原
良
房
の
歌
を
改
変
し
た
も
の
で
、
そ
の
機
微
を
定
子
が
褒
め
た
。
定

子
は
、
昔
父
の
道
隆
が
「
し
ほ
の
満
つ
…
」
と
い
う
歌
を
改
変
し
て
詠

み
、
そ
れ
が
円
融
院
に
褒
め
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
語
っ
た
、
と

い
う
章
段
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
既
に
あ
る
和
歌
を
場
に
合
わ
せ
て

改
変
す
る
と
い
っ
た
例
は
多
く
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
本
歌
取
り
」
と
い

う
技
法
自
体
が
そ
れ
に
類
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
漢
詩
文
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
葵
巻
の
よ
う
に
訓

読
を
変
化
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
が
、『
源
氏
物
語
』
の
中
に
は
も
う
一

か
所
、
漢
籍
の
典
拠
が
あ
る
文
を
意
図
的
に
操
作
し
て
い
る
と
思
わ
せ

る
部
分
が
あ
る
。
柏
木
巻
、
薫
の
五
十
日
餅
の
場
面
、
源
氏
は
薫
の
顔

を
見
て
様
々
な
こ
と
を
思
う
。
夕
霧
と
も
似
て
い
な
い
。
明
石
の
女
御

の
皇
子
た
ち
の
よ
う
に
気
高
く
は
あ
る
が
、
優
れ
て
素
晴
ら
し
い
と
い

う
こ
と
は
な
い
。
出
家
し
た
女
三
宮
や
女
房
た
ち
が
周
り
に
い
る
中
で
、

源
氏
だ
け
が
一
人
世
の
儚
さ
を
思
う
。
そ
の
中
で
静
か
に
白
詩
の
一
節

を
口
ず
さ
む
。

大
将
な
ど
の
児
生
ひ
ほ
の
か
に
思
し
出
づ
る
に
は
似
た
ま
は
ず
。

女
御
の
御
宮
た
ち
、
は
た
、
父
帝
の
御
方
ざ
ま
に
、
王
気
づ
き
て

気
高
う
こ
と
お
は
し
ま
せ
、
こ
と
に
す
ぐ
れ
て
め
で
た
う
し
も
お

は
せ
ず
。（
中
略
）
宮
は
、
さ
し
も
思
し
わ
か
ず
、
人
、
は
た
、
さ
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ら
に
知
ら
ぬ
こ
と
な
れ
ば
、
た
だ
一
と
こ
ろ
の
御
心
の
中
に
の
み

ぞ
、
あ
は
れ
、
は
か
な
か
り
け
る
人
の
契
り
か
な
と
見
た
ま
ふ
に
、

お
ほ
か
た
の
世
の
定
め
な
さ
も
思
し
つ
づ
け
ら
れ
て
、
涙
の
ほ
ろ

ほ
ろ
と
こ
ぼ
れ
ぬ
る
を
、
今
日
は
事
忌
す
べ
き
日
を
と
お
し
拭
ひ

隠
し
た
ま
ふ
。「
静
か
に
思
ひ
て
嗟
く
に
堪
へ
た
り
」
と
う
ち
誦
じ

た
ま
ふ
。
五
十
八
を
十
と
り
棄
て
た
る
御
齢
な
れ
ど
、
末
に
な
り

た
る
心
地
し
た
ま
ひ
て
、
い
と
も
の
あ
は
れ
に
思
さ
る
。「
汝
が
爺

に
」
と
も
、
諫
め
ま
ほ
し
う
思
し
け
む
か
し
。　
（
柏
木
―
三
二

三
～
三
二
四
頁
）

「
静
か
に
思
ひ
て
…
…
」「
汝
が
爺
に
」
は
と
も
に
「
自
嘲
」
と
い
う
題

で
知
ら
れ
て
い
る
律
詩
の
一
節
で
、
五
十
八
に
し
て
初
め
て
男
児
を
も

う
け
た
白
居
易
が
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
自
嘲
」
は
同
時
に
詠

ま
れ
た
二
つ
の
詩
の
う
ち
の
二
首
目
で
、
一
首
目
は
「
相
賀
」
と
さ
れ
、

同
時
期
に
同
様
に
子
供
を
も
う
け
た
元
稹
と
喜
び
あ
う
も
の
で
あ
る
。

「
自
嘲
」
の
書
き
下
し
文
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集（

4

（
注

（
小
学
館
）
を

参
考
に
し
て
い
る
。

	
	
	
	

自
嘲
〔
其
二
〕

五
十
八
翁
方
有
後　

	
	

五
十
八
の
翁
方
に
後
有
り

静
思
堪
喜
亦
堪
嗟　

	
	

静
か
に
思
ひ
て
喜
ぶ
に
堪
へ
亦
嗟
く
に
堪

へ
た
り

一
珠
甚
小
還
慙
蚌　

	
	

一
珠
甚
だ
小
さ
く
還
蚌
に
慙
づ

九
子
雖
多
不
羨
鴉　

	
	

九
子
多
し
と
雖
も
鴉
を
羨
ま
ず

秋
月
晩
生
丹
桂
実　

	
	

秋
月
晩
く
生
る
丹
桂
の
実

春
風
新
長
紫
蘭
芽　

	
	

春
風
新
た
に
長
ず
紫
蘭
の
芽

持
盃
祝
願
無
他
語　

	
	

盃
を
持
ち
願
を
祝
し
て
他
の
語
無
し

慎
勿
頑
愚
似
汝
爺　

	
	

慎
ん
で
頑
愚
汝
が
爺
に
似
る
こ
と
勿
れ
と

	
	
	（『

白
氏
文
集
歌
詞
索
引
』
下
（
那
波
本　

陽
明
文
庫
蔵
）
二
八
二

一
・
三
三
八
頁　

同
朋
舎
／
一
九
八
九
）

	

五
十
八
歳
に
し
て
初
め
て
の
男
児
を
得
た
喜
び
に
溢
れ
て
い
る
。
し

か
し
そ
の
一
方
で
遅
す
ぎ
た
と
で
も
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ

自
分
の
頑
愚
に
似
て
は
い
け
な
い
と
息
子
に
語
り
か
け
る
。「
汝
が
爺

に
」
と
は
、
薫
に
と
っ
て
は
柏
木
で
あ
る
。「
柏
木
に
似
て
は
い
け
な

い
」
と
源
氏
は
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
語
り
手
も
推
測
し
て
い
る
。

こ
の
典
拠
を
見
て
気
付
く
の
は
「
堪
喜
」
が
源
氏
の
朗
詠
で
は
省
略
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
湖
月
抄
増
注
』（

5

（
注

に
師

説
と
し
て
「
よ
ろ
こ
ぶ
に
た
へ
た
り
と
い
ふ
を
ば
略
し
て
、
な
げ
く
に

た
へ
た
り
と
云
へ
る
は
、
源
氏
の
御
心
に
か
を
る
の
生
れ
給
へ
る
を
、

な
げ
か
し
く
の
み
お
ぼ
す
故
也
」
と
の
言
及
が
あ
る
。
源
氏
は
薫
の
出

生
を
「
喜
」
ん
で
い
な
い
か
ら
「
堪
喜
」
を
省
略
し
て
「
堪
嗟
」
だ
け
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を
源
氏
に
朗
詠
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
説
の
通
り
な
ら
ば
、

こ
こ
で
も
作
者
の
操
作
に
よ
っ
て
漢
詩
の
一
部
に
手
が
加
え
ら
れ
て
い

る
。
い
わ
ば
漢
詩
を
典
拠
と
し
た
本
歌
取
り
の
よ
う
な
手
法
が
と
ら
れ

て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
、
典
拠
と
な
っ
て
い
る
〈
有
所
嗟
〉
の
該
当
部
分
は
〈
高

唐
賦
〉
に
由
来
す
る
美
女
の
形
容
や
男
女
の
契
り
を
指
し
た
言
葉
で
あ

り
、
同
時
に
〈
有
所
嗟
〉
自
体
が
女
性
と
の
死
別
を
テ
ー
マ
と
し
た
作

品
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
紫
式
部
は
典
拠
と
な
っ
て
い
る
漢
詩
の
訓
読

を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
和
歌
的
な
哀
傷
表
現
を
そ
こ
に
加
え
て
い

る
こ
と
を
分
析
し
た
。
最
後
に
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
の
場
面

の
二
人
の
や
り
取
り
を
再
考
し
て
み
る
。

時
雨
の
降
る
夕
方
、
三
位
中
将
が
や
っ
て
く
る
。
源
氏
は
西
の
高
欄

に
も
た
れ
、
霜
枯
れ
し
た
前
栽
を
見
て
い
た
。
風
が
荒
々
し
く
吹
き
時

雨
が
さ
っ
と
降
る
と
、
源
氏
は
自
然
に
涙
腺
が
緩
み
、
そ
の
雨
に
ち
な

ん
で
劉
禹
錫
の
〈
有
所
嗟
〉
を
口
ず
さ
む
。
そ
の
一
節
を
引
き
つ
つ
も
、

訓
読
に
少
し
手
を
加
え
て
、
雲
と
雨
を
用
い
た
哀
傷
歌
的
な
要
素
も
入

れ
た
。
そ
の
物
憂
げ
な
様
子
を
見
て
中
将
は
、「
女
で
あ
っ
た
な
ら
、
源

氏
を
見
捨
て
て
亡
く
な
っ
た
魂
は
必
ず
こ
の
世
に
留
ま
っ
て
し
ま
う
だ

ろ
う
」
と
感
じ
る
。
劉
禹
錫
の
詩
で
は
、
死
ん
だ
女
の
魂
は
オ
シ
ド
リ

の
片
割
れ
に
な
っ
て
漢
陽
に
い
る
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
中
将
も
、
源
氏

の
口
ず
さ
む
の
に
答
え
る
よ
う
に
、〈
高
唐
賦
〉
や
〈
有
所
嗟
〉、
和
歌

の
表
現
を
踏
ま
え
た
歌
を
詠
む
。「
雨
と
な
っ
て
時
雨
れ
る
空
の
浮
雲

を
、
ど
れ
を
故
人
と
見
分
け
て
眺
め
よ
う
か
」
―
〈
高
唐
賦
〉
の
神

女
は
朝
の
雲
、
暮
れ
の
雨
と
な
っ
た
。
劉
禹
錫
の
愛
人
・
鄂
姫
は
一
羽

だ
け
の
オ
シ
ド
リ
と
な
っ
た
。
葵
の
上
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
―
中

将
が
そ
う
独
り
言
の
よ
う
に
言
う
と
、
今
度
は
源
氏
が
歌
を
返
す
。「
契

り
合
っ
た
人
が
雨
と
な
っ
た
空
ま
で
も
た
い
そ
う
時
雨
れ
て
か
き
く
ら

す
今
日
こ
の
頃
」
―
そ
の
様
子
を
見
た
中
将
は
、
長
年
不
和
を
抱
え

て
い
た
よ
う
に
見
え
た
彼
ら
の
夫
婦
生
活
に
つ
い
て
、
周
り
の
期
待
の

為
に
一
緒
に
居
た
の
で
は
な
く
正
妻
と
し
て
特
別
に
思
っ
て
く
れ
て
い

た
の
だ
、
と
感
じ
取
っ
た
。
同
時
に
葵
の
上
の
死
を
は
か
な
み
、
左
大

臣
家
と
源
氏
の
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
嘆
く
の
で
あ
る
。

な
ぜ
中
将
が
そ
う
感
じ
た
の
か
。〈
高
唐
賦
〉
や
〈
有
所
嗟
〉
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
暮
れ
方
の
雨
は
神
女
が
姿
を
変
え
た
も
の
で
あ
り
、

「
為
雨
為
雲
」
と
は
男
女
の
深
い
契
り
の
こ
と
で
あ
る
。
源
氏
は
「
見
し

人
の
雨
と
な
り
に
し
」
と
、
葵
の
上
が
雨
に
な
っ
た
こ
と
を
歌
の
中
で

示
唆
し
、
そ
の
歌
は
暮
れ
方
の
時
雨
を
見
な
が
ら
詠
ま
れ
て
い
る
。
神

女
が
暮
れ
方
に
雨
と
な
っ
て
降
る
こ
と
に
重
ね
る
よ
う
に
、
葵
の
上
も

雨
と
な
っ
て
源
氏
の
元
に
降
っ
て
い
る
構
図
が
浮
か
ん
で
く
る
の
で
あ
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る
。
歌
を
聞
い
た
中
将
は
、
そ
の
構
図
に
気
付
き
、
傷
心
に
沈
ん
だ
源

氏
の
面
持
ち
か
ら
、
源
氏
の
葵
の
上
へ
の
愛
情
に
気
づ
い
た
と
読
む
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
回
取
り
上
げ
た
場
面
の
源
氏
の
言
葉
か
ら
は
、
源
氏
が
葵
の
上
を

妻
と
し
て
愛
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
故
に
葵
の
上
の
死
に
深
く
悲

し
ん
で
い
る
様
子
が
読
み
取
れ
る
。
そ
れ
ら
は
故
事
を
含
ん
だ
漢
詩
と

和
歌
的
な
表
現
に
寄
せ
て
語
ら
れ
、
中
将
の
眼
差
し
を
通
し
て
読
者
は

そ
れ
を
知
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
後
、
物
語
の
焦
点
は
源
氏
と
葵
の
上

か
ら
源
氏
と
紫
の
上
に
移
る
。
長
編
『
源
氏
物
語
』
を
見
る
時
、
葵
の

上
は
息
子
・
夕
霧
を
生
ん
で
死
去
し
、
正
妻
の
座
を
空
け
る
こ
と
に
そ

の
役
割
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。
物
語
か
ら
は
早
々
と
退
場
し
て
し

ま
い
、
源
氏
の
四
季
の
御
殿
・
六
条
院
に
住
む
こ
と
の
叶
わ
な
か
っ
た

葵
の
上
で
あ
る
が
、
し
か
し
今
回
の
場
面
を
詳
し
く
読
み
解
い
て
い
く

と
、
源
氏
か
ら
心
か
ら
の
愛
情
が
こ
も
っ
た
哀
傷
が
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。

注

注
1	

新
間
一
美
氏
「
元
白
・
劉
白
の
文
学
と
源
氏
物
語
―
交
友
と
恋
の
表
現

に
つ
い
て
」（『
源
氏
物
語
と
漢
文
学
』
／
汲
古
書
院
／
一
九
九
三
）

注
2	

新
間
氏　

同
右
注
８

注
3	

新
編
国
歌
大
観
『〔
歌
集
〕
勅
撰
集
編
』
二
六
頁
（
角
川
書
店
／
一
九
八
三
）

注
4	

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
④
』
五
七
六
～
五
七
七
頁
（
小
学

館
／
一
九
九
六
）

注
5	

北
村
季
吟
原
注
・
猪
熊
夏
樹
補
註
・
有
川
武
彦
校
訂
『
増
注
源
氏
物
語
湖

月
抄
』
中
巻　

九
八
〇
頁
（
弘
文
社
／
一
九
二
七
）

（
に
の
み
や　

あ
い
り
・
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


